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本学インターンシップ生が東京都選挙管理委員会より感謝状を授与されました 

―若者の投票率向上を目的とした活動を実施― 

 

 

 

 

 

練馬区選挙管理委員会とのコラボレーションで始まったインターンシップ生の啓発活動 

 

 

 

 

 

▎啓発グッズの制作および街頭啓発活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

▎模擬投票イベント 

 

  

 

 

 

 

 

ゼミの武蔵  －ゼミで磨く 世界を生き抜く力― 

↑ 学内での模擬投票の様子  

本学学生は、2004 年より毎年、練馬区選挙管理委員会で行われるインターンシップに参加しています。2017 年度

は 12名の学生が参加し、5 月から毎週月曜日の夜に集まり、練馬区選挙管理委員会で様々な選挙啓発事業を企

画し、実施しました。6月 29日（木）には、練馬区選挙管理委員会とともに若者の投票率向上を目的とした、武蔵

大学全学部生対象の「模擬投票」を本学江古田キャンパスで実施しました。 

 

模擬選挙イベントの学内実施について、インターンシップ生は学長と相

談し、候補者となる各学科の教授一人ひとりと交渉。各学科の教授

７名と練馬区選挙啓発大使に任命されたお笑い芸人「ねりまだいこ

ん。」を候補者と見立て、演説ビデオを放映し、さらに選挙公報を作成

して、学内で配付しました。当日は、正門近くに実際の選挙で使用し

ている投票箱や記載台などを設置し、本番さながらの模擬投票所とし

ました。 

 

インターンシップ生が若者目線で選挙啓発グッズ、「ふりかけ」と「ポケッ

トティッシュ」を制作。「ふりかけ」は「シャカシャカとご飯にふりかける」とい

う意味をかけて、「シャカいを見つめてふるって投票を」というキャッチコピ

ーを添えて、武蔵大学食堂や近隣の日本大学芸術学部の学生食

堂で配布しました。また、ポケットティッシュは、18 歳選挙権を意識して

18 禁マークを用いたデザインのものも作成し、西武池袋線江古田駅

周辺で街頭啓発活動を行いました。 

 
↑ 選挙啓発グッズ「ふりかけ」  

武蔵大学（東京都練馬区／学長 山㟢哲哉）は、練馬区選挙

管理委員会と本学インターンシップ生で行ってきた若者の投票率向

上の活動について、2018 年 1 月 18 日（木）に東京都選挙管

理委員会より感謝状を授与されました。今回の表彰は、東京都議

会議員選挙においての貢献が認められたことによるものです。 

表彰式後、東京都庁にて、高橋副学長とインターンシップ生 →  
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■武蔵大学〔アクセス：西武池袋線「江古田駅」から徒歩６分〕 ～都心に近く 緑豊かなワンキャンパス～ 

武蔵大学の前身は、東武鉄道や東京地下鉄道（現東京メトロ）など多くの鉄道事業に携わり「鉄道王」と呼ばれた根津嘉一郎（初代、

1860～1940）が、1922（大正 11）年に私財を投じて創立した日本初の私立旧制七年制武蔵高等学校。戦後の学制改革により、

1948（昭和 23）年４月に新制武蔵高等学校、翌年に新制武蔵大学、新制武蔵中学校が開設され、学校法人根津育英会武蔵学

園として現在に至る。武蔵大学は、経済、人文、社会の３学部８学科からなる文系総合大学。一年次から 4 年間のゼミナールが必修で

「ゼミの武蔵」といわれる。近年ではロンドン大学の学位が取得できるプログラムや国際村の設置などグローバル教育にも力を入れている。 

学長 山㟢哲哉  〒176-8534 東京都練馬区豊玉上 1-26-1 

 

 ―本件に関するお問い合わせ先― 

武蔵大学 広報室 担当：山野・齋藤（やまの・さいとう） 

TEL：03-5984-3813  FAX：03-5984-3727  E‐mail：pubg-r@mml.sec.musashi.ac.jp 
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